
　小学校児童

R5前期 R5後期 R5後期
A+B A+B A

１．学校は楽しい 100.0% 100.0% 81.5%

２．「学びの約束」を意識し集中して授業を受けている 94.6% 96.3% 59.3%

３．授業はわかりやすい 100.0% 100.0% 85.2%

４．授業中、課題に対して理由や根拠を明確にして考えている 97.3% 88.9% 55.6%

５．授業中、自分の考えたことをみんなに伝えようとしている 100.0% 85.2% 59.3%

６．学んだことを意識して、まとめ・ふりかえりを書いている 97.3% 96.3% 63.0%

７．家では、自分で計画を立てて、勉強している 83.8% 74.1% 40.7%

８．いつも、場に応じた挨拶ができている 94.6% 96.3% 59.3%

９．友達に対して思いやりの心で行動できている 94.6% 100.0% 63.0%

１０．自分にはよいところがあると思う 89.2% 92.6% 51.9%

１１．規則正しい生活を送っている 97.3% 88.9% 55.6%

１２．先生は困っていることについて相談すると対応してくれる 100.0% 100.0% 77.8%

１３．いじめられたり無視されたりすることなく安心して過ごしている 94.6% 88.9% 70.4%

１４．自分には夢や目標がある 91.9% 96.3% 63.0%

１５．家の人と学校での出来事について話をする 100.0% 92.6% 77.8%

１６．総合的な学習の時間を通して、ふるさとについて考えることができている 97.3% 100.0% 63.0%

１７．よりよい学級や学校をつくるために進んで意見を発表している 97.3% 85.2% 40.7%

１８．難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 91.9% 92.6% 55.6%

小学校保護者

R5前期 R5後期 R5後期

A+B A+B A

１．お子さんは、学校は楽しいと思っている 97.2% 94.3% 57.1%

２．お子さんは、しっかりと授業を受けていると思う 94.4% 94.3% 31.4%

３．お子さんは、授業がわかりやすいと思っている 91.7% 91.4% 28.6%

４．お子さんは家庭での学習（宿題を含む）が十分にできていると思う 83.3% 68.6% 22.9%

５．お子さんは場に応じた挨拶をしていると思う 91.7% 94.3% 31.4%

６．お子さんに思いやりの心が育ってきていると思う 97.2% 94.3% 51.4%

７．お子さんは自分によいところがあると思っている 94.4% 100.0% 51.4%

８．お子さんは規則正しい生活をおくることができている 88.9% 80.0% 37.1%

９．学校はお子さんのことについて、いつでも相談に応じてくれていると思う 91.7% 97.1% 45.7%

１０．お子さんは、いじめられたり無視されたりすることなく安心してすごしている 100.0% 94.3% 51.4%

１１．学校のようすがお便り、ホームページ等でよくわかる 91.7% 100.0% 31.4%

１２．お子さんと将来の夢や目標について話をすることがある 94.4% 100.0% 60.0%

１３．学校は地域の特色を生かした教育活動を行っている 94.4% 100.0% 45.7%

令和６年２月吉日

小学校保護者様

白山市立白嶺小学校
校長　髙松宏晃

令和５年度後期　学校アンケート集計結果

小学校保護者

　立春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より本校の教育活動に多大なるご理解とご協力をい

ただき誠にありがとうございます。後期学校アンケートの集計結果をお知らせいたします。今後この結果を踏まえ、

教員一同、一層の改善に努めていきたいと考えております。

質問事項
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R5後期 小学校児童
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　教職員（小学校＋中学校）

R5前期 R5後期 R5後期

A+B A+B A

１．子ども達は、学校で楽しく過ごしている 93.3% 100.0% 46.2%

２．「学びの約束」等に基づき、授業規律について指導している 100% 100.0% 84.6%

３．ねらい（育みたい資質・能力）を明確にした授業を行っている 100% 100.0% 69.2%

４．自分の考えを、根拠や理由を明確にして表現するよう指導している 100% 100.0% 69.2%

５．思考をつなげ深めるための問い返しを行っている 100% 100.0% 46.2%

６．学習のまとめ・振り返りを、視点をもとに書かせている 100% 92.3% 61.5%

７．家庭学習の方法を具体的に例を挙げながら教えている 100% 100.0% 53.8%

８．子ども達が、場に応じた挨拶ができるように指導している 100% 100.0% 69.2%

９．子ども達は、道徳教育の推進等で思いやりの心が育ってきている 100% 100.0% 38.5%

１０．子ども達が、自己有用感を高めるような指導・関わりをしている 100% 100.0% 84.6%

１１．子ども達が、規則正しい生活習慣を身につけるよう指導している 100% 100.0% 84.6%

１２．子ども達は、いじめられたり無視されたりすることなく安心して過ごしている 100% 92.3% 53.8%

１３．働き方改革を進めた結果、労働時間や内容が適正になっている 80.0% 69.2% 30.8%

１４．感性のびのび学習やジオパーク研修、総合的学習の時間を通して、「表現する力」を育む指導ができている 100% 100.0% 84.6%

１５．学校行事や様々な活動を行う中で、よりよい学級や学校をつくることを意識した話し合いやふりかえりの指導ができている 100% 100.0% 69.2%

【よかった点○と課題▲と改善策☆】

〈学習面について〉

〈生徒指導面について〉

〈特別活動について〉

○「学びの約束」を意識して取り組めているとＡ＋Ｂ評価で答えた児童が増えています。

▲授業では、自分の考えを伝えようとする場面で、考えの理由や根拠も筋道を立てて表現することが苦手な児童もいます。家庭

学習に関しては、児童、保護者ともに、計画的にすることを含め、不十分であると感じている回答が多いようです。

☆今後も、毎月目標を定め、月初めの集会で先月の目標について自分がどれだけできたかふり返りをし、今月の目標について共

通理解を図っていきます。教師は、児童の考えをつなぎ、理由や根拠をはっきりさせていく問い返しを行い、考えを持てない児

童にはヒントを与えるなどして、考えを伝える授業作りを行っていきます。家庭学習をすることは、自分の力をつけてさらに伸

ばすためのものであることを、集会等で理解させながら確実に行うこと、自分に必要な学習は何かを考えて時間も意識させて取

り組めるようにすることなど進めていきます。

○概ね規則正しい生活を送っている様子があります。早寝、早起き、朝ごはんに関しては、リズムアップ週間などの取り組みや

ご家庭の協力により、意識が高まってきていると感じます。

○友達に対して思いやりの心で行動できているという肯定的な評価が高いです。

☆早寝、早起き、朝ごはんの観点以外にも、ゲームやインターネットの利用時間など規則正しい生活を評価する基準を児童、保

護者で共通理解ができるようにしていきます。日々の生活で、友達に対して手をさしのべたり思いやりをもって行動したりして

いる姿をみんなで認め合い、互いに自信をもつことができるような関わりを大切にしていきます。

▲「よりよい学級や学校をつくるために進んで意見を発表している」の項目では、概ねよい結果となっています。しかし、消極

的な児童も見られます。

☆1年間の流れを示し、どんな活動をしたらよいか、どんな働きをしたらよいかなど、高学年を中心に見通しをもって取り組む

ことができるようにしていきます。今後、児童が考える新しい活動を行うなど、意見を出し合い児童が主体となって活躍できる

ような場面を増やし、さらに自分達が学級や学校を動かしているという手応えがもてるようにしていきます。

質問事項 R5後期 教職員
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